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企画展示「続・あの人の直筆」
　古筆見による筆跡鑑定と極札について
　電子展示会「あの人の直筆」を公開しました！
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東京本館

関西館

国際子ども図書館

〒100-8924　東京都千代田区永田町1-10-1
03（3581）2331�
03（3506）3300（音声サービス）
http://www.ndl.go.jp/
満18歳以上の方
ただし、満18歳未満の方には、個別に相談に応じています。詳しくはホームページをご覧ください。
館内利用のみ。館外への帯出はできません。
日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3水曜日）
和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラフシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料

所 在 地
電 話 番 号
利 用 案 内
ホ ー ム ペ ー ジ
利 用 で き る 人

資 料 の 利 用
休 館 日
お も な 資 料

所 在 地
電 話 番 号
ホ ー ム ペ ー ジ
利 用 で き る 人

資 料 の 利 用
休 館 日
お も な 資 料

〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8-1-3
0774（98）1200（音声サービス）
http://www.ndl.go.jp/
満18歳以上の方
ただし、満18歳未満の方には、個別に相談に応じています。詳しくはホームページをご覧ください。
館内利用のみ。館外への帯出はできません。
日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3水曜日）
和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、
科学技術関係資料、文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

国立国会図書館利用案内

■見学のお申込み／国立国会図書館　利用者サービス部　サービス運営課　03（3581）2331�　内線25211

■見学のお申込み／国立国会図書館　関西館　総務課　0774（98）1224�［直通］

■見学のお申込み／国立国会図書館　国際子ども図書館　03（3827）2053�［代表］

所 在 地
電 話 番 号
利 用 案 内
ホ ー ム ペ ー ジ
利 用 で き る 人
資 料 の 利 用
休 館 日

お も な 資 料

〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49
03（3827）2053
�03（3827）2069（音声サービス）
http://www.kodomo.go.jp/
どなたでも利用できます。
館内利用のみ。館外への帯出はできません。
月曜日、国民の祝日・休日（5月5日こどもの日は開館）、年末年始、資料整理休館日（第3水曜日）
※児童書研究資料室は、システムメンテナンス等のため臨時休室することがあります。

国内外の児童図書・児童雑誌、児童書関連資料

火〜日曜日�9：30〜17：00開 館 時 間

児童書研究資料室の資料請求受付

サ ー ビ ス 時 間

複写サービス時間 火〜日曜日�10：00〜16：00
複写製品引渡し

即日複写受付

火〜日曜日�10：30〜12：00��13：00〜16：30
火〜日曜日�10：00〜16：30後日郵送複写受付

火〜日曜日��9：30〜16：30

月〜土曜日�10：00〜18：00
月〜土曜日�10：00〜17：15
月〜土曜日�10：00〜17：30

月〜土曜日�10：00〜17：00
月〜土曜日�10：00〜17：45

開 館 時 間
資料請求受付★

セルフ複写受付

即日複写受付
後日郵送複写受付★

サ ー ビ ス 時 間

★登録利用者限定のサービスです。

開 館 時 間

資料請求受付★

即日複写受付
後日郵送複写受付★

サ ー ビ ス 時 間

★登録利用者限定のサービスです。

月〜金曜日�9：30〜19：00�土曜日�9：30〜17：00
※��ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室

時間は17：00までです。

月〜金曜日�9：30〜18：00�土曜日�9：30〜16：00
※��ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の資料

請求時間は16：00までです。

月〜金曜日�10：00〜18：00�土曜日�10：00〜16：00
月〜金曜日�10：00〜18：30�土曜日�10：00〜16：30
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18	 館内スコープ
徳田秋声の直筆を展示するまで

22	 本屋にない本
○『高速道路五十年史』

23	 TOPIC
○「深化型知識インフラ」を実現するために
　	「第四期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画」
の策定

27	 NDL	NEWS
○第8回科学技術情報整備審議会
○	平成28年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令
指定都市立図書館長との懇談会

29	 お知らせ
○	国際政策セミナー「家族のダイバーシティ―ヨーロッ
パの経験から考える―」
○	国際シンポジウム「オープンサイエンスの潮流と図
書館の役割」
○	平成28年度企画展示「続・あの人の直筆」関連講演会
○	資料のデジタル化に伴い原資料の利用を停止してい
ます
○	国際子ども図書館展示会「こんにちは！イタリア―
子どもの本のファンタジスタたち」
○	シリーズ・いま、世界の子どもの本は？（第9回）「い
ま、イタリアの子どもの本は？～国際子ども図書館
展示会『こんにちは！イタリア―子どもの本のファ
ンタジスタたち』関連講演会」
○子どものための音楽会
○第18回図書館総合展に参加します
○平成28年度アジア情報研修
○	国際政策セミナー報告書『グローバル化の中の議会
の役割―欧州の経験から日本への示唆』を刊行しま
した
○新刊案内　国立国会図書館の編集・刊行物 

02 江戸時代の書類添削　―「田村家先祖書」から―
今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から

04 企画展示「続・あの人の直筆」

11 古筆見による筆跡鑑定と極札について

16 電子展示会「あの人の直筆」を公開しました！

19 What’s書誌調整 ふたたび　第7回　雑誌記事索引を活用しよう



　玄長の「木村玄長先祖書下書」は、添削者

は不明だが、もともと下書として記されたも

のらしく、夥しい添削の跡がある。写真１で

は「痲疹」を「麻疹」（▼①）、「大田」を「太

田」（▼②）と修正し、つづけて「備中」の

「中」に「後か」と指摘している。「同九月四

日」とある部分には「年」を加えている（▼

③）。「候」を 7 か所で削除していることも面

白い（▼④ほか）。「候」で文を切らずに、長

く続けることを推奨していたことが判明す

る。敬意を示す表現にも修正がある。「西丸

大溜」の闕字 2を削除し（▼③）、「大御台所

様」の二字擡頭 3（「上様」と同じ扱い）を「一

字上リ」すなわち一字擡頭に改めた（▼⑤）。

写真 2 では「松平民部太輔殿御痘瘡」の「殿」

「御」を削除している。松平民部太輔とは 11

　書類を作成する時に気を遣う経験をした方

は少なくないだろう。内容はもとより、形式

も整えなければならない。だが、書類の作成

に気を遣うのは江戸時代もかわりはなかっ

た。

　今回紹介する「田村家先祖書」は、本草学

者田村藍水（1718-1776）の曾孫である田村

元長（富徳。1846 没）、その縁戚、木村玄長（生

没年不詳）、玄長の実孫で田村家に入婿し元

長の養孫となった長叔（充民。1890 没）の

先祖書などからなる 1。田村家旧蔵。先祖書

は先祖の来歴を記した資料で、武家では家督

相続時などに必要となるので珍しいものでは

ないが、書き入れられた添削が興味をひく。

ここでは、玄長と元長の先祖書をとりあげて

みてみよう。

大 沼 　 宜 規

江戸時代の書類添削　―「田村家先祖書」から―　

『〔田村家先祖書〕』
天保13- 慶応3 [1842-1867]
写　3 冊　
＜請求記号　W194-N15 ＞

内容：
田村元長先祖書（天保13） 、
木村玄長先祖書下書（弘化 3）、
田村長叔先祖書 （慶応 3）

国 立 国 会 図 書 館 の 蔵 書 か ら

1　 ほかに田村長叔の印影、田
村元雄（充保）の明細短冊の
下書、田村藍水墓碑銘拓本を
付す。「田村元長先祖書」・「〔田
村長叔先祖書〕」は、親類書、
遠類書、切支丹宗門改証文な
どを併収する。
2　 闕字は敬意の対象となる語
の直前に空欄を設けること。敬
意の表現。
3　 擡頭は敬意の対象となる語
の直前で改行し、通常より高い
位置から記し始めること。敬意
の表現。

写真２ 
「木村玄長先祖書下書」 

第 16 丁裏（部分）

今月の一冊 O c t o b e r

写真１　「木村玄長先祖書下書」第 28 丁裏～第 29 丁表

2　■国立国会図書館月報666号 2016.10
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代将軍徳川家斉の 13 男で、池田（松平）家

の養子となった斉衆（1812-1826）のこと。「御

養子後ニ候ハヽ殿字御除、御字も御除」と説

明があり、将軍の実子でも養子に出た後なの

で「殿」や「御」は不要であったことがわかる。

身分秩序が重視された時代であるから、こう

した指摘は重要であっただろう。

　これに比べると、元長の「田村元長先祖書」

は、文言の修正が少ない。外れた付箋（写真３）

に「先祖書江者都而十干可認事」と、本文全

体の問題として干支を略してはならない旨の

指示がみられるが 4、写真４では「申渡」を

した「伊勢守」が「何之誰殿」なのか明示す

ること、作成年に「六月」を足すことの指摘

にとどまる。反面、体裁に関わる修正は多い。

表紙には「小普請組／大嶋甲斐守支配／田村

元長」の高さを変更する指示がある（写真５）。

また、見返しには「此所江先祖書之表紙壱枚」

とあり、表紙の次丁に扉を足すよう命じて手

本を示している（写真６）。併収された「切支

丹宗門改証文」には、「一」を削除して前行

に追い込むことで、行頭に上る部分に「上ル」

と指示がある（写真７）。「先祖書」末尾に印

が捺され（写真４）、表紙に「増減・頭替等御

改、本紙早々御差出之事」5と命じているの

で、上司である組頭大嶋甲斐守に提出したも

のが差し戻されたのであろうか。

　作成者や添削者の苦労が偲ばれるが、その

おかげで当時の文書作成のルールの一端が垣

間見えてくるのである。

（おおぬま　よしき　

利用者サービス部サービス運営課）

写真４　「田村元長先祖書」の「先祖書」の末尾

写真７　「田村元長先祖書」の「切支丹宗門改証文」（部分）写真６　「田村元長先祖書」見返し・同「先祖書」第 1 丁部分

4  たとえば、写真４をみると3
行目に「文政十二丑年」、6 行
目に「天保十三寅年」とある。
付箋の指示によれば、それぞれ

「文政十二己丑年」「天保十三
壬寅年」としなければならなかっ
たのである。

5  「文字の増減や改行時の行頭
の変更を修正した修正版を早々
提出しなさい」という意味であ
ろう。
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写真５　「田村元長先祖書」表紙

写真３ 
「田村元長先祖書」 
より剥落した付箋



　国立国会図書館では、国内外の出版物以外にも、さまざまな資料を所蔵しています。その中から各
界の有名人の直筆を集め、平成26年度に開催した展示会「あの人の直筆」には、多くの方にご来場
いただきました。
　第2弾の「続・あの人の直筆」は、あの戦国武将が書いたと伝わる書状、今年没後100年の有名な
あの作家の句稿、テレビドラマで知ったあの実業家の書簡のほか、新たに蔵書に加わった手稿譜（手
書きの楽譜）など約120点を展示します。見るだけではなく、解読にチャレンジしたり、文字をなぞ
ることができる体験コーナーも設けます。ぜひ「あの人」に会いにお越しください。
　ここでは、展示会の構成と出展資料の一部をご紹介します。
� （展示委員会企画展示小委員会）

4　■国立国会図書館月報666号 2016.10

東京本館
10/15～11/12

関西館
11/18～12/3

展示会の概要はp.10をご覧ください。
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豊臣秀吉・豊臣秀頼短冊（『手鏡』第1帖のうち）　
【WA48-1】　

　古
こ ひ つ

筆見
み

の古筆別家13代 了
りょう

仲
ちゅう

による「太閤秀吉公」「豊臣秀頼公」の極
きわめふだ

札（鑑

定書の一種）が付されています。「手
てかがみ

鏡（手鑑）」には、どのような筆者に

よる古
こひつぎれ

筆切をどのような順序で並べていくかについて大まかな基準があり

ましたが、これはそうした基準には則らず、比較的自由に配列しているよ

うです。

伊達政宗書状（『武家文書』のうち）
〔年不詳〕3月10日　【WA25-37】

　仙台藩主・伊達政宗（1567-1636）が、近江

高島藩主・佐久間安政に宛てた書状で、右
ゆうひつ

筆

によらず自筆で書かれています。署名や花
か お う

押

の形状から、慶長15（1610）年から18（1613）

年頃のものとされています。その当時の政宗

は、江戸と仙台を行き来しながら城下の整備

に努めていました。政宗は非常に筆まめで、

自筆書状も同時代の武将に比べ多く残ってい

ます。花押は、その形が水鳥のセキレイに似

ていることから「セキレイの花押」の通称が

あります。

古筆鑑定の世界
　古筆とは、おおむね慶長年間（1596-
1615）以前の、名家名筆の筆跡をいいま
す。江戸時代には、古筆の巻物や冊子か
らその一部を切断した「古筆切」の鑑賞
や、代表的な古筆切を集め、冊子に仕立
てた「手鑑」の制作が流行し、古筆の鑑
定を専門に行う「古筆見」が誕生します。
古筆見の代表が、古筆了

りょうさ

佐を祖とする「古
筆家」であり、のちに、本家と別家とに分
かれます。展示資料には、現代からみれば
真筆ではない可能性が高いものも含まれま
すが、それも含めて古筆鑑定の歴史として
ご覧ください（pp.11-15 参照）。

将軍・武将たちの書状　右筆、花押、印章
　中世の武家社会では、貴人の書状は側近の右

ゆうひつ

筆が代筆するのが一
般的で、本人の書状であることを証明するのは、書状の最初や最後に据
えられた「花押」でした。また「朱印状」「黒印状」など、花押の代わ
りに印章を捺

お

した書状は、戦国時代以降に普及します。

東京後期

東京後期

【　】内は当館請求記号
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伊能忠敬自筆書簡
〔文化 4（1807）年〕5月6日　【WA25-82】

　伊能家の帳元締（金銭の出入り・勘定などの取り締まりをする役）として、

忠敬の測量作業を支えた大川治兵衛に宛てた書簡です。孫の三治郎（忠
ただのり

誨）

の初節句や、地図の仕立て作業などについて記しています。自宅は作業す

る弟子たちで混雑し、昼食やおやつを用意する人もおらず、忠敬一人に負

担がかかって「扨々（さてさて）世話ニコマリ申候」（↑）と述べています。

地理学者、測量家。日本最初の実測地図『大日

本沿海輿地全図』は「伊能図」として名高い。

（肖像：千葉県香取市 伊能忠敬記念館所蔵）

伊
い の う

能 忠
ただたか

敬
1745-1818

東京後期
東京前期

↑
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大久保利通書簡
明治 10（1877）年 2月7日 

【牧野伸顕関係文書（書類の部）A4】

　明治天皇の行幸にしたがい京都出張中の伊藤博文に宛て

た書簡で、長さは5メートル近くにも及びます。西南戦争の

発端となった鹿児島県私学校派による火薬庫襲撃事件を受

け、今後の対応などを書き送っています。また、この事件

への西郷隆盛の関与について、大義名分を重んじる西郷の

人柄や、報告されている西郷の近況などを縷々あげ、関与

はありえないと結論づけています。

幕末・明治期の政治家。薩摩藩士。幕末には西郷、岩倉具視と

共に公武合体運動、討幕運動の中心となり、明治政府を樹立。

明治 10（1877）年 2 月 15 日鹿児島で挙兵した西郷軍に対し、鎮

圧の最高指揮をとった（西南戦争）。

旧幕臣、政治家。慶応 4（1868）年に幕府軍代

表として西郷隆盛と会見し、江戸城無血開城を

果たした。明治維新後は、参議、海軍卿などを

歴任する一方、旧幕臣の生活救済などに努めた。

大
お お く ぼ

久保 利
としみち

通
1830-1878

勝
かつ

 海
かいしゅう

舟
1823-1899

幕末の三舟
　勝海舟、高橋泥舟、山岡鉄舟―共に号に「舟」の字をもつこの 3 人を総称して

「幕末の三舟」といいます。いつから誰が言い始めたのかは定かではありませんが、
明治後期には「幕末の三舟」とは何かを解説する本が残されています（安倍正人編『三
舟秘訣：鉄舟・海舟・泥舟』有斐閣、明治 36【97-31】）。3 人はいずれも徳川家に仕え、
幕末の江戸城無血開城に功があったとされます。
　高橋、山岡と同年代であった旧幕臣杉浦譲（幕末にパリ万国博覧会使節に隨行、
明治維新後は官僚として活躍）から寄贈を受けた、三舟の掛軸を展示します。

東京後期
東京前期

勝海舟書幅
【杉浦譲関係文書 763】

東京後期
東京前期
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広岡浅子書簡
〔明治 41（1908）年〕2月6日 
【古島一雄関係文書 33-6】

　広岡浅子の囲碁好きを偲ばせる、還暦頃の書簡です。浅子が後援する中

川千治が田村保寿と対戦する十番碁2局目は、中川の五目勝ちで終わりま

した。展示資料は、大阪にいる浅子が、電報でこの結果を知った直後に、

観戦記者の古島一雄に宛てて書いたものです。後援する棋士の勝利を喜ぶ

と同時に、大酒を必ず止めて今後の対局にも真剣に臨むよう、中川への伝

言を頼んでいます。

夏目漱石真蹟俳稿　
明治 29（1896）年　【本別 3-61】

　明治29（1896）年9月25日、漱石が子規に送った句稿です。漱石は4月

に熊本の第五高等学校に赴任、6月に結婚します。本句稿には9月初め、

妻とともに約1週間、北九州を旅行したときの句などが収められており、

子規は朱で丸を付すなどしています。

夏目漱石は日本近代文学を代表する小説家。正岡子規は俳人、歌人。2 人は第一

高等中学校で親交を深めた。子規の影響で俳壇に出るようになった漱石は、自

作の句稿をたびたび子規に送り、批評を求めている。

広
ひろおか

岡 浅
あ さ こ

子
1849-1919

夏
な つ め

目 漱
そうせき

石
1867-1916

正
まさおか

岡 子
し き

規
1867-1902

実業家。京都の豪商三井小石川家の四女。17 歳

で大坂の豪商加島屋の広岡信五郎と結婚。明治

維新後は、炭鉱の経営や銀行・生命保険会社の

設立などに携わった。日本女子大学校の創立な

ど、女子教育の発展にも尽力した。

東京後期
東京前期

東京・関西
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富岡鉄斎書簡
〔年不詳〕9月2日　【石黒忠悳関係文書 850】

　石黒忠
ただのり

悳家の執事に宛てた書簡で、鉄斎の書としても楽しめます。内容は、

石黒家から過分の「御肴料」（ご祝儀）をいただいたので、依頼されている

箱書きの代金5円の受け取りは辞退しますというもの。晩年の鉄斎のとこ

ろには、毎日、制作や箱書きの依頼者が紹介もなく引きも切らず押しかけ、

家人は断るのに非常に苦労していたといいます。

早川徳次書簡
昭和 9（1934）年 7月10日　【石橋湛山関係文書（その 2）
30-1】

　同郷で古くからの「学友」であった石橋湛

山へ送った書簡です。この年の6月21日に銀

座～新橋間が開通したことで、東京地下鉄道

の営業区間は浅草から新橋まで延びました。

「今度の事業は小生一代の事業として真に心血

を注ぎ候間」（↑）との言葉に、地下鉄敷設に

力を尽くした早川の思いが読み取れます。

富
とみおか

岡 鉄
てっさい

斎
1837-1924

早
はやかわ

川 徳
のりつぐ

次
1881-1942

南画（文人画）家。国学、儒学、仏典を修め、歌人の大田垣蓮月に学ぶ。最晩

年まで盛んな制作活動を行い、独自の画境を開いた。

大正 3（1914）年に欧米に視察に行った際、交通網の発達に驚き、東京に地下

鉄を建設することを決意する。当初はなかなか賛同者が得られなかったが、粘

り強く調査と交渉を続け、東京地下鉄道株式会社（現在の東京地下鉄株式会社（東

京メトロ））の設立にこぎ着けた。「地下鉄の父」と呼ばれる。

鉄道王たち
いずれも鉄道事業に関係した人物、根津嘉一郎（東武鉄道）、小林
一三（阪急電鉄）、早川徳次（当時の東京地下鉄道）、五島慶太（東急
電鉄）、堤康次郎（西武鉄道）の書簡を展示します。多くの人の日常に
密接に関わる事業を起こした人物が、どのような文字を書いていたのか、
それぞれの個性を感じ取ってください。

東京後期

東京後期

東京前期

東京前期

↑
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東京会場

10月15日（土）～ 11月12日（土）
10:00~19:00	※日曜日、祝日及び第三水曜日は休館	 ※土曜日は18：00まで

国立国会図書館東京本館　新館1階　展示室
※途中で展示替え、展示箇所の変更を行います。
　前期：10月15日（土）～10月29日（土）
　後期：10月31日（月）～11月12日（土）

関西会場

11月18日（金）～ 12月3日（土）
10:00~18:00	※11月23日、27日、28日は休館	 ※11月20日は10：00～16：00

国立国会図書館関西館　第2研修室（1階）
※東京会場で出展する資料の一部と、直筆博士論文を展示します。

序
徳川秀忠＊　武田信玄＊＊　西行＊＊　足利義政★　伊達政宗＊＊　豊臣秀吉　豊臣秀頼＊＊

第一部　近世
渋川春海　小野蘭山（重要文化財）　長谷川雪旦　喜田川守貞※　伊能忠敬

第二部　近世から近現代へ
歌川豊国（三代目）　市川団十郎（五代目、七代目＊＊、九代目＊）

佐久間象山　井伊直弼※　西郷隆盛※　吉田松陰※　坂本龍馬※　大久保利通　勝海舟

第三部　近現代
政治家　高橋是清　後藤新平　石橋湛山　福田赳夫※　大平正芳※　社会運動家　幸徳秋水　北一輝

実業家　五代友厚　広岡浅子※　御木本幸吉※　根津嘉一郎　早川徳次　小林一三※

教育家　新島襄※　新渡戸稲造　学者　伊藤圭介　西田幾多郎※　柳田國男※　金田一京助

文学者　夏目漱石　正岡子規　幸田露伴※　尾崎紅葉※　中里介山　柳原白蓮※

芸術家　朝倉文夫　柳宗悦　棟方志功　富岡鉄斎　　棋士　木谷実　力士　双葉山定次

あの人の妻　木戸松子　伊藤梅子　愛新覚羅浩※

第四部　いろいろな直筆
絵画　河鍋暁斎※　岡不崩　飯島光峨※　署名本　内田百閒　徳川夢声　林芙美子　手稿譜　林光 

＊東京会場前期のみ展示　＊＊東京会場後期のみ展示　※東京会場と関西会場で展示
★東京会場前期と関西会場で展示　無印は東京会場で前・後期ともに展示　太字は本記事内で紹介した人物

Facebook ページ「国立国会図書館の展示（東京・関西）」で展示会情報を
発信しています。企画展示「続・あの人の直筆」の見どころも多数紹介し
ていますので、是非ご覧ください。
https://www.facebook.com/NDLexhibition 展

てん

示
じ

郎
ろうてん じ ろう

展示の構成と主な「あの人」

豊臣秀吉 豊臣秀頼＊＊

伊能忠敬

大久保利通 勝海舟
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古
こ ひ つ み

筆見とは、筆跡の鑑定を生業とした江戸時代

の鑑定家の総称である。古典籍や古文書、古筆切、

短冊、茶道具など、さまざまな資料に付されている

鑑定書の多くは、こうした古筆見によるものである。

鑑定方法が近代的な価値観と異なるため、近代以降、

古筆見による鑑定結果に疑問の目が向けられるよう

になり、「古筆見の鑑定 = 信用できないもの」とい

う事例が大きく取り上げられ、盛んに喧伝された。

そのため、古筆見の鑑定書自体、検討すべき価値が

ないものと見做され、具体的な鑑定方法や活動の実

態について不明な点が多く残されたままとなってい

る。

ここでは、こうした江戸時代の古筆見の鑑定と、

その鑑定結果を記した極札などの鑑定書に注目し、

現代とは異なる当時の鑑定方法や価値観について確

認してみたい。

古 筆 見 と 古 筆 家
古筆見の元祖は、古

こ ひ つ

筆了
りょうさ

佐（1572�-�1662）といい、

本姓は平沢氏。近衛前久や烏丸光広から古筆鑑定や

和歌を学んだとされる。その後、鑑識眼を豊臣秀次

に認められ、古筆の姓と鑑定印「琴山」の極印が下

賜されたという注 1。現存、確認した限りでは、了

佐が五十代の頃からその名が記録類に現れ始め、鑑

定書を盛んに発行したのは六十代以降である。剃髪

し法体の身分で、公家や大名、町衆などさまざまな

階層の人々と交流し、数多くの鑑定依頼を引き受け

た。了佐の三男の勘兵衛（?�-�1650）は、京を離れ

江戸に古筆別家を興し、了佐の四男の了栄（1607� -�

1678）は、京の古筆本家を継承した。

　古筆見の鑑定業については、次の通りに分類が可

　今回の企画展示では「古筆鑑定の世界」というコー
ナーを設けました。「伝 ○○」と称して、歴史的に
著名人の直筆とされてきた資料が伝えられていま
す。江戸時代、筆跡を鑑定し、筆者を認定するのに
大きな役割を担ったのが、「古筆見」という鑑定家
でした。その代表は、姓として「古筆」を与えられ
た「古筆家」です。古筆とは、当時から見て古い時
代の書を指す言葉ですが、それがそのまま姓になっ
たのです。今回、古筆家の鑑定書がついた資料を展
示するにあたり、本誌では、鑑定方法や古筆家につ
いて詳しく解説していただきました。
　なお、展示期間中、東京本館で、中村先生による
講演会を実施します。詳しくは p.31 をご覧ください。

（編）

古筆見による筆跡鑑定と極札について
帝京大学短期大学人間文化学科助教

中村 健太郎

見返し（右丁）に貼付された付箋のようなものが極札（鑑定書の一種）。
「連歌師松

マ マ

顕院法印忍誓 新筑波作者／和漢朗詠集上下 [ 拝（黒印）]」
とあり、江戸時代前期の古筆見・初代朝倉茂入が連歌師忍誓（生
没年不明）の筆跡と鑑定したことがわかる。

『和漢朗詠抄 2巻』【WA16-86】より

古筆見による筆跡鑑定と
帝京大学短期大学人間文化学科助教

中村 健太郎
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能である。

　1.		古筆の鑑定（江戸時代より古い時代の筆跡鑑定）

　2.		新筆の鑑定（江戸時代以降の筆跡鑑定）

　3.		茶道具類の箱書の鑑定（箱書の筆跡を鑑定する）

　4.		絵画の鑑定

　5.		茶道具、古陶磁器、考古遺物等の鑑定　

　1 の古筆の鑑定について、古筆見はおおよそ慶長

年間以前の筆跡を古筆と認識していたものと考えら

れる。2 の新筆とは、江戸時代の筆跡の呼称で、江

戸時代後期になると古筆鑑定よりも新筆鑑定の需要

の方が増加している。3 の箱書の鑑定は、箱極（は

こぎわめ）と称し、掛軸や茶道具を収める桐箱など

に記された箱書の筆跡を鑑定対象とする。4 の絵画

の鑑定は、江戸時代中期以降見られるようになるも

ので、当初は画中の落款の筆跡を鑑定対象とした。

しかし、次第に絵画自体も鑑定するように変化して

いる。5 は、近代以降注 2、鑑定家個人の鑑識で鑑定

を行うもので、あくまでも余技の範囲で行われた。

古 筆 見 の 鑑 定 法
鑑定基準としての「名物切」

「伝光明皇后筆」などと表記する伝称筆者名は、自

筆ではないが、歴史的にその筆者名で伝えられて来た

ことを示す学術用語として定着している。しかし現

在、光明皇后自筆の基準作例となっている正倉院宝物

の「楽毅論」および「杜家立成雑書要略」との文字の

比較から、古筆見の鑑定は誤りであることが明白であ

る。では、なぜこのような鑑定がなされていたのであ

ろうか。

古筆見が行っていた鑑定方法については、別家 13

代了仲編『新撰古筆名葉集』の凡例に見ることが出来

る。その内容は、古筆了佐が活躍した江戸時代前期に、

由緒正しい伝来や書写奥書を持つ古典籍を古筆切とし

て分割し、これを特に「名
めい

物
ぶつ

切
ぎれ

」と称して筆跡鑑定の

基準にしたという。

しかし、中には、古い時代の鑑定をそのまま踏襲

したり、厳密な筆跡の比較をせずに選定された名物切

もあったため、平安時代の写経の筆者に、奈良時代の

古筆了佐による鑑定印「琴山」と鑑定自署（花押）
『隆達自筆小歌三百首』【WA16-54】

古筆家の系図（『補正和漢書画古筆鑑定家印譜』より抜粋）。
『日本の名筆』【728.1-H664n】より

慶応３年時点での系図で、古筆本家は 12 代了悦、別家は 13
代了仲までを記載。なお、別家は 3 代目了仲（守直）の後、
4 代了任、5 代勘兵衛、6 代吉次郎、7 代了任、8 代勘蔵、9
代了助、10 代長三郎、11 代了之助までの 8 代を削除（早世
や鑑定不得意による）していることに注意。
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光明皇后をあてるなどの誤った鑑定基準が確立してし

まった。こうした鑑定基準の選定は、江戸時代前期の

古筆鑑定の実態を伝えるものであり、たとえ間違いで

あったとしても、当時の鑑定水準を考える上で貴重な

情報といえる。なお、南北朝時代から室町時代へと時

代が新しくなるにつれて、古筆見の鑑定が正しいとい

う事例が増加する。これは、鑑定の基準となる自筆資

料が豊富に伝存するためである。さらに、筆者の署名

や書写年次を明記した奥書を持つ古典籍も多く分割さ

れたため、今日の研究でも古筆見の鑑定結果が正しい

という事例が複数確認できる。

今日のような複写技術がなかった江戸時代には、

筆と墨で作品を写した模写資料や、実物の古筆資料の

一部を蓄積し、これらをもとに鑑定を行わなければな

らなかった。そうしたなかで、鑑定の基準となる古筆

切を貼り込んだ古筆手鑑が制作された。古筆本家に伝

来した古筆手鑑「藻塩草」（京都国立博物館、国宝）、「見

努世友」（出光美術館、国宝）、古筆別家に伝来した「翰

墨城」（ＭＯＡ美術館、国宝）は、鑑定の基準とした

ものである。

鑑定手順

古筆見による具体的な鑑定の手順については、①

先ず使用されている料紙の特徴でおおよその時代を判

別し、②書かれている文字の書風から書の流儀（書流）

を絞り込み、③最終的に筆勢の格差や巧拙により一人

の筆者名を特定する（その際「名物切」も当然参照す

る）というものであった。古筆見は、この鑑定方法に

より、わずか数行から数文字の筆跡であっても、古筆

見が基準とする特定の筆者に鑑定することが理論上可

能となる。

現在の鑑定でも、料紙の時代的特徴を踏まえ、筆

者と内容に矛盾がないかどうかを先ず確認する。また、

書風についても、時代ごとに明確な流行が看取される

ため、奈良時代の写経であれば、奈良時代の写経体の

厳格な楷書の書風、鎌倉時代の縦長の文字の形で終筆

部分に丸味を持たせて筆圧をかけ、筆画の太細の変化

が顕著な後京極流（九条良経を流祖とする）の書風な

ど、各時代の流行書風から書写年代の判別が可能であ

る。現代の鑑定方法が古筆見の鑑定方法と明確に異な

るのは、特定の人物名を無理やり当てはめないことや、

左：「杜家立成雑書要略」（正倉院宝物）光明皇后自筆。
　　『正倉院宝物』【709.2-Sy961s】

右：光明皇后の筆跡であると古筆見が鑑定した古筆切。
　　正倉院の自筆と比較すると、まったく別人の筆跡とわかる。
　　『手鏡〔第１帖〕』【WA48-1】

幕末から明治時代の古筆見、佐藤栄中が所持した携帯用の古筆手鑑
（小手鑑）。鑑定の際に基準とした、実物の古筆切の断片を多数を
収める。（筆者蔵）
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基準作例との厳密な比較検討（鮮明な画像資料との比

較など）が容易になったこと、また、一部の古筆資料

で実施された料紙の炭素年代測定などのみで、基本的

には「資料を熟覧して、他の同時代あるいは同筆の基

準作例と比較する」という鑑定方法の基本は変わって

いないのである。

　なお、実際の鑑定の様子を窺い知る資料は少ないも

のの、確認できた事例を挙げてみたい。江戸時代後期、

古筆本家 9 代了意は床の間に掛けられた弘法大師筆と

伝わる経切の鑑定にあたり、衣服を改め、手水で手口

を清め、香を焚いてから鑑定を行っている。また、古

筆別家 13 代了仲は、幕末に幕府の古筆見の職掌によ

り、孝明天皇の宸翰を江戸城中で拝観している。その

際、老年のため眼鏡をかけての拝見を申し出て許可さ

れ、熨斗目小袖に十徳を羽織った、法体の身分での最

上位の正装で、眼鏡をかけて熟覧したことが知られる。

鑑 定 書 の 種 類
古筆見による鑑定書は、さまざまな形式が存在し

た。大別すると、極印や鑑定家の署名がない略式の鑑

定書と、鑑定の証明となる極印が捺された正規の鑑定

書の 2 種類となる。

略式の鑑定書

・正
しょうひつがき
筆書　※下札、吟味書、正筆箋、付札、小札とも称
される。

正規の鑑定書

・極
きわめふだ
札（外題極）　※大極札（大外題）、中極札（中外題）
の種別がある。

・張
はりがみきわめ
紙極　※箱蓋裏などに鑑定結果を記した紙を貼り付
けるもの。

・箱
はこがききわめ
書極　※箱に直接鑑定結果を書き付ける。

・折
おりがみきわめ
紙極　※小折紙、切紙極の種別がある。

・紙
しちゅうきわめ
中極（奥書極）　※余白部分に直接書き付けるもの。

・添
そえがき
書、伝来書、由緒書、褒

ほめことば
詞など　※特に貴重な品物や、

特別な伝来の場合に用いられる。

　鑑定依頼者は、先ず作品の真贋を判別するための鑑

定料を古筆見に支払う。真筆の場合は「〇〇（筆者名）

正筆」、偽物の場合は「〇〇偽筆」と記した正筆書と

古筆見の鑑定書。上段から時計回りに、略式の正筆書『武家文書』 【WA25-37】、正規の極札（大極札・古筆了珉 1 点、
極札・小林了可 6 点）[ 古翰 ]【WA25-7】、箱書極『拾遺和歌集 20 巻』【WA16-55】、小折紙（折紙極）[ 古翰 ]【WA25-7】、
紙中極『拾遺和歌集 20 巻』【WA16-55】、添書『古簡［1］』【WA25-46】。
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称する略式の鑑定書を受け取る。正筆との鑑定を受け

た場合、次に正規の鑑定書を希望する際は、極料を改

めて支払う。作品の内容と極料の金額に応じて、極札

や折紙といった正規の鑑定書が発行される。

門 人 と 鑑 定 法 の 伝 授
　古筆本家と古筆別家の二家は、江戸時代を通して古

筆鑑定の宗家として多くの門人を抱えている。古筆家

から鑑定法を学ぶには、古筆家の門人として入門免許

を受ける必要があった。入門者は、武士、茶頭、豪商

や豪農など多岐にわたる。入門料や、季節ごとの付け

届けなど、経済的に余裕のある人々が入門免許を受け

ていたようで、古筆家側でも鑑定収入に次ぐ重要な収

入源であったと考えられる。門人は、鑑定業の手伝

い（鑑定依頼品の出納や模写など）をしながら、日々

鑑定に立ち合い、実地で学ぶことが出来た。また、古

筆家への鑑定依頼の取次をする利権も持っていたよう

で、門人の取次がないと、古筆家と面識のない鑑定依

頼者は門前払いされたり、不利な扱いをされたりした

という。

入門免許後、数十年に及ぶ修行を終え、鑑定技能

が認められたごく一部の入門免許者には、改めて鑑定

免許が与えられた。これにより、独自の鑑定書の発行

が許可された。鑑定免許を受けた後も完全に独立する

のではなく、高弟として鑑定業の補佐や、入門免許の

門人たちの取りまとめをする立場となった。古筆鑑定

の方法は、こうして連綿と継承されていたのである。

終 わ り に
　現在の鑑定水準から見た場合、江戸時代の鑑定結果

をそのまま受け入れることは難しい。しかし、全ての

古筆見の鑑定が間違いで、無価値なものと判断するの

は早計である。江戸時代における筆跡鑑定の水準を冷

静に見極め、評価すべき部分と批判すべき部分を、個々

に判断していくことが今後の課題となろう。

そのためには、古筆見の鑑定活動の実態を知る一

次資料である鑑定書類の検討が重要となる。江戸時代

に古筆見の鑑定書を偽造した贋極札も多く伝わってお

り、今日こうした贋鑑定書も含めて、すべて古筆見の

仕業と判断されていることは非常に残念なことであ

る。鑑定書自体の真贋も検討し、当時の筆跡鑑定の水

準を把握した上で、書跡鑑賞の歴史を繙くことは、よ

り深い作品理解につながる可能性を秘めている。

伝称筆者の名前を通して、その筆跡を鑑賞してき

た過去の歴史があり、その延長線上に各作品が今日ま

で伝えられて来たのである。歴史のつながりの中に作

品を置くことで、筆者によって書かれた後、過去の人

びとがどのような眼差しでその書跡作品を見つめてき

たのかを改めて考えてみたい。

注 1　『補正和漢書画古筆鑑定家印譜』（慶応 3 年版）了佐略
伝による。古筆本家 10 代了伴の校訂を経て出版されてお
り、江戸時代後期に古筆家が正式に標榜していた家伝に
ついて知ることができる。なお、古筆家の成立については、
同時代の資料が乏しく、不明な点が多い。『御手鑑（慶安
手鑑）』序文によると、江戸時代前期に江戸へ下り、徳川
将軍家の古筆手鑑を鑑定した功として、古筆の名が与え
られたとされる。また、古筆家では、文禄 2（1593）年を
古筆家の創始とする伝承があったことも知られるが、真
偽は不明である。

注 2　古筆家の鑑定業は、古筆別家 15 代了任（昭和 8（1933）
年没）、古筆本家 13 代了信（昭和 28（1953）年没）をもっ
て廃業した。

○参考文献
石澤一志 , 久保木秀夫 , 佐々木孝浩 , 中村健太郎 編『日本の書
と紙：古筆手鑑かたばみ帖の世界』三弥井書店　2012 　

村上翠亭 , 高城弘一 監修『古筆鑑定必携：古筆切と極札』淡
交社　2004

古筆家の入門免許状。灘の廻船問屋で酒造業なども手掛けた
豪商・吉田喜平次に宛てたもの。（筆者蔵）
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　企画展示「続・あの人の直筆」の開催に先立ち、平成 26 年に開催した企画展示「あの人の直筆」を、電子展示会

として新たに編集し公開しました。約 120 人の資料を掲載し、インターネット上で、いつでもどこでも「あの人」に

アクセスできます。

　企画展示では実物ならではの迫力を、電子展示会ではデジタルならではの広がりをお楽しみください。

� （利用者サービス部サービス企画課）

掲載資料の例。左上から時計回りに、細川ガラシャ、正岡子規と下村為山、河鍋暁斎、坂本龍馬、徳川慶喜、竹内栖鳳の直筆資料。

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

電子展示会「あの人の直筆」
公開しました！
　企画展示「続・あの人の直筆」の開催に先立ち、平成 26 年に開催した企画展示「あの人の直筆」を、電子展示会　企画展示「続・あの人の直筆」の開催に先立ち、平成 26 年に開催した企画展示「あの人の直筆」を、電子展示会　企画展示「続・あの人の直筆」の開催に先立ち、平成 26 年に開催した企画展示「あの人の直筆」を、電子展示会

として新たに編集し公開しました。約 120 人の資料を掲載し、インターネット上で、いつでもどこでも「あの人」にとして新たに編集し公開しました。約 120 人の資料を掲載し、インターネット上で、いつでもどこでも「あの人」に

　企画展示では実物ならではの迫力を、電子展示会ではデジタルならではの広がりをお楽しみください。　企画展示では実物ならではの迫力を、電子展示会ではデジタルならではの広がりをお楽しみください。

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/

　企画展示「続・あの人の直筆」の開催に先立ち、平成 26 年に開催した企画展示「あの人の直筆」を、電子展示会

として新たに編集し公開しました。約 120 人の資料を掲載し、インターネット上で、いつでもどこでも「あの人」に

http://www.ndl.go.jp/ji
kihitsu/
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電子展示会「あの人の直筆」
「第 2 部 近現代」より

為政者とその周辺…二宮尊徳、徳川慶喜
国学者、戯作者…本居宣長、曲亭馬琴
本草学者、蘭学者…杉田玄白、シーボルト
幕末・維新の人々…坂本龍馬、西郷隆盛、勝海舟
歴代首相…伊藤博文、吉田茂、鳩山一郎
議会政治家…尾崎行雄、浅沼稲次郎、市川房枝　　　　
日露戦争の軍人…秋山真之、乃木希典　　
明治の経済人…岩崎弥太郎、渋沢栄一　　　　
教育家…津田梅子、嘉納治五郎
学者…牧野富太郎、野口英世、和辻哲郎
文芸家…夏目漱石、正岡子規、芥川龍之介、与謝野晶子
芸術家…岡倉天心、横山大観、北大路魯山人
いろいろな直筆…河鍋暁斎、芦田均、陸奥宗光

※平成26年企画展示「あの人の直筆」出展資料のうち、
著作権保護期間が満了したものを中心に掲載しています。

主な掲載人物

国立国会図書館デジタルコレクション

翻刻

「修正液」は昔からあった？
ペンじゃなくて筆を持ち歩いていた！？
読んで楽しい「豆知識」で予習すれば、企画展示
「続・あの人の直筆」もさらに楽しめます。

芥川龍之介や谷崎潤一郎の自筆原稿も
国立国会図書館デジタルコレクション
で、全文をご覧になれます。

国立国会図書館デジタルコレクションに
全ページが掲載されている資料は、リン
クから資料の全体を見ることができます。

一部の資料には資料の文字を活字体に置
き換えた翻刻を用意しました。
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　10 月 15 日から開催する企画展示「続・あの

人の直筆」（4 ～ 10 ページ参照）。出展資料の

選定や資料解説の執筆は、職員のうちから任命

された展示委員が行っています。展示会のテー

マが決定した後、出展資料を選ぶために、候補

に挙がった資料の現物を展示委員が実際に見

て、状態や大きさ、展示した時の見栄えを確認

します。例えば、有名人の直筆でも見た目がい

まひとつ地味なもの、大きすぎて展示ケースに

入らないものなどはここで落選してしまいます。

　この作業で私が最も惹かれたのは、小説家徳

田秋声（1871-1943）の直筆原稿『或売笑婦の話』

でした。一言でいえばカオス！　1 行書いたら

2 行目でもう訂正。縦横無尽な吹き出しで次々

文章を付け加えて、まるで推敲せずに書いてい

るかに見える（ごめんなさい）。それでいて完

成した作品を読むと、淡々とした筆致の好短篇

に仕上がっているのです。秋声は誰もが「ああ、

あの人」と思いつく有名人ではないかもしれま

せん。それでも執筆時の苦労がうかがえる直筆

ならではの迫力があることから、東京会場での

出展資料に加えられることになりました。

　出展資料が決まると、資料や人物についてさ

らに詳しく調査し、資料解説の執筆にとりかか

ります。初出雑誌や全集の解説によって、原稿

の修正箇所が雑誌掲載時に反映されたか、作品

の評価がどうだったかなどを調べました。研究

書を読むうちに、冷徹な飾りのない表現で、弱

い立場の女性の心理を見事に描写する秋声文学

の特徴が、『或売笑婦の話』にもよく表れてい

ることが分かりました。また、時制の飛躍も特

徴の一つとされていますが、ひょっとすると原

稿の猛烈な訂正ぶりにその理由があるのかも、

と思ってしまいました。

　秋声その人にも興味が出てきた私は、幸い金

沢に行く機会があったので、徳田秋聲記念館も

訪問してきました。直筆原稿や写真はもちろん、

晩年通いつめたダンスホールのチケットまで、

秋声への思い入れが伝わる記念館の展示品に刺

激を受けつつ、推敲を重ねて資料解説を作成し

ました。

　「続・あの人の直筆」では多くの人々の直筆

資料が登場します。筆跡からその人を想像しな

がら楽しんでいただければ幸いです。

（人文課古典籍係　あらくれ子）

徳 田 秋 声の直筆を展 示 するまで
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What’s 書誌調整
第 7回　雑誌記事索引を活用しよう

　こんにちワン、カーネ（CANE）です。ぼくの先生から、

雑誌記事の探し方を覚えてくるようにと宿題を出されたよ。

雑誌記事には最新の学術情報とか、図書には載らない情報が

あるから、探す方法を知っておくと便利なんだって。図書を

テーマで探す方法は第 5 回で教わったけど、雑誌記事はどう

やって探すのかな？ 先生は、先生のお友だちが教えてくれる

から大丈夫って言ってたけど、お友だちって誰だろう？ あれ、

向こうから誰かやってきたワン。

インデックスにゃん　

カーネくん、はじめまして！

ぼくは、「インデックスにゃん」。

先生に頼まれて、雑誌記事の探し

方を教えにやってきました。

カーネ　はじめまして！ よろしくお願いしますワン！

にゃん　今日は国立国会図書館の雑誌記事索引の使

い方を教えてあげますね！ ちなみに索引を英語で

言うとインデックス。ぼくの名前の由来はここか

らきているのです。

カーネ　ざっしきじさくいん？ いんでっくす？

にゃん　この機会にぜひ覚えてくださいね。雑誌記

事索引は、記事のタイトルや著者の情報を手がか

りに記事や論文を探して、その記事がどの雑誌の、

何年何月号のどのページに載っているのか調べら

れるデータベースです。国立国会図書館の開館と

同じ昭和 23（1948）年から作られていて、とっ

ても長い歴史があるんですよ 1。今では国立国会図

書館サーチや NDL-OPAC で検索できて 2、見たい

記事が見つかったら複写 3 を申し込むこともでき

るんです。ここ最近だと、年に 40 万件近く新し

い雑誌記事の書誌データが増えていて、現在の

総数はおよそ 1,200 万件 4 です。

カーネ　た、たくさんあるワーン！ 国立国会図書

館にある雑誌の記事や論文がぜんぶ検索できる

の？

にゃん　いいえ、国立国会図書館に入ってくる日本

国内で出版された雑誌 5 の中から、索引を作る

雑誌を選んでいて、その雑誌の記事や論文が検

索できるのです。選んだ雑誌は、「採録誌」と呼

びます。採録誌は、学術雑誌を中心に、専門誌、

機関誌、一般総合誌などバラエティに富んでい

て、現在採録の対象となっているものはおよそ

1 万 1 千誌 6 あります。町の本屋さんでは売っ

ていないような雑誌も含まれているんですよ。

カーネ　1 万 1 千誌も！ すごい量だワン！

にゃん　それから、採録誌の記事でも、ぜんぶでは

なくて、基本的に 3 ページ以上にわたる記事を

選んで書誌データを作っています。採録誌と記

事を選ぶ基準は、NDL ホームページ 7 に載って

いるので、よかったら覗いてみてくださいね。

ふ
た
た
び

＜雑誌記事索引と採録誌選定基準・記事採録基準＞
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＜雑誌記事検索と記事の書誌データ
　～興味のあるものを調べてみよう～＞

にゃん　それでは、雑誌記事索引を使ってみま

しょう。NDL-OPAC の「雑誌記事」タブをク

リックすると、「雑誌記事検索」画面が開きま

す。この画面だと雑誌記事だけに絞って検索 8 

できるのです。どんなことを調べましょうか。

カーネ　ぼくは散歩が好きだから、散歩について

調べてみたいワン。どうすればいいのかな？

にゃん　雑誌記事のタイトルに含まれる言葉から

探したいときには「論題名」に入力します。さ

らに、画面の右側にある所蔵場所や出版年など

の条件で絞り込みができます。試しに「論題名」

に「犬の散歩」と入力して検索してみましょう
（図 1）。

カーネ　お！ 見つかったよ！ どれどれ（図 2）。

　この 4 番目の記事は気になるなあ。詳細を見てみ

よっと。ここほれワンワン！

a	「雑誌記事索引採録誌一覧」で具体的な採録誌を確認できます。

b	 論題名での検索対象には、特集タイトルや他言語論題も含ま
れます。

c	 著者は記事に記載された表記で検索します。一部の記事は、よ
みからも検索できます。

d	 キーワードで検索したい場合には件名の検索窓に入力します。

e	 出版年を絞り込むときに使用します。

f 	 平成28年4月から著者名の記録件数を増やしました。本文・
脚注11参照。

g	 タイトルが複数の言語で併記されている場合、論題名に記録
しない方のタイトルを他言語論題として記録しています。た
だし、他言語論題として記録するのは日本語または英語の論
題名に限ります。

h	「巻号・年月日」→「記事採録巻号/記事　一覧を表示する」を
クリックすることで、当該巻号に含まれるすべての記事の書誌
データを参照できます。また、「巻号・年月日」→「雑誌名」→「記
事採録巻号/記事　一覧を表示する」をクリックすることで、
当該雑誌の他の巻号の記事の書誌データも参照できます。

i	 キーワードは著者や雑誌の発行者等が付与し、記事に記述し
ている自然語（非統制語）です。本文・脚注9参照。

図3　	記事の書誌情報画面図1　雑誌記事検索画面

図2　検索結果画面

index
index

index
index

index

index

インデックス、つけてる？

a

f
g

h

i

b
c

d

e
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カーネ　記事の書誌データが出てきたワン！（図 3） 

なんだかいろんな情報があるね。あれ、画面の下

の方にも「犬の散歩」とか言葉がならんでいるけ

ど、これなあに？

にゃん　雑誌記事の内容を表すキーワードですね。著

者や雑誌の発行者等が、「キーワード」等として誌

面に載せた言葉を、そのまま記録しているのです。

この記事でいうと「コミュニティ」や「交流」の

ように「論題名」に含まれていない言葉もあるので、

「論題名」だけでは探せない記事も見つけることが

できるんですよ。キーワードで検索したいときは、

雑誌記事検索画面の「件名」9（図 1 の d）に入力し

ます。論題名や件名での検索結果が少ないときに

は、検索語を似た意味の言葉に置き換えるといい

ですよ。例えば「散歩」だったら、「ウォーキング」

や「散策」と検索してみてもいいですね。

カーネ　ふんふん、キーワードで検索するから見つ

けられる記事もあるんだね！ 言葉の置き換えも

やってみよっと。

にゃん　それと、記事や論文を書いた人の名前で検索

したいときには、同じ雑誌記事検索画面の「著者」
（図 1 の c）に入力してみてくださいね。実はこちら、

最近ルールを変更した部分なのです。雑誌記事索

引では、ルールの変更や採録誌の範囲拡大 10 など、

より便利に使っていただくための改善を行ってい

ます。直近の取り組みが、著者名の記録対象の拡

大です。平成 28 年 3 月までは、4 人以上の著者

がいる場合でも、資料に記載されている順に 3 人

分まで記録していましたが、4 月以降は、基本的

に著者全員の名前を記録 11 することにしました。

これまでより、検索できる著者の数が増えたので

す。

カーネ へぇー！ 記録の仕方も変わってきているん

だね。ところで、この雑誌、他にはどんな記事が

載っているのかなぁ。

にゃん それなら、記事の書誌情報画面の「巻号・

年月日」（図 3 の h）のリンクで表示される画面から、

調べている巻号の他の記事の書誌データの一覧を

表示することができますよ。

カーネ　ほんとだ！ この号にも他の号にもたくさん

の記事が載ってるなぁ。新しい号が出るたび、読

んでみなくちゃ。

にゃん　そうそう！ 調べていて興味のある雑誌が見

つかったら、雑誌記事索引の RSS 配信サービス 12

に登録すると便利ですよ。登録した雑誌に記事の

書誌データが追加されると、翌週の月曜日に通知

される仕組みなのです。

カーネ　わあ！ さっそく使ってみるワーン。雑誌記

事索引を使った検索方法がよくわかったよ。教え

てくれて、どうもありがとワン。

にゃん　どういたしまして。雑誌記事索引、今後も

ぜひ使ってくださいね！

（収集書誌部逐次刊行物・特別資料課　舛
ま す だ

田　航
こうへい

平）

1　当初は冊子体で刊行されていました（昭和23（1948）年9月から平
成7年12月まで）。なお、昭和50（1975）年からコンピュータ編集を開
始しました。

2　国立国会図書館の雑誌記事索引のデータは、国立情報学研究所の
CiNii	ArticlesやOCLC（Online	Computer	Library	Center）のWorldCatにも
提供しており、国立国会図書館以外の機関のデータベースと同時に検索
することが可能です。WorldCatは世界の図書館の所蔵資料情報を蓄積し
ているオンライン共同目録です。
3　利用者登録をすると、NDL-OPACの検索結果からオンラインで遠隔複
写サービスを申し込むことができます。http://www.ndl.go.jp/jp/service/
copy3.html#opac
4　平成28年9月現在
5　一部、外国刊行和雑誌を含みます。
6　平成28年9月現在
7　「雑誌記事索引について」（http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/
sakuin_select.html）に「雑誌記事索引採録誌選定基準」および「雑誌記
事索引記事採録基準」を掲載しています。
8　NDL-OPACの簡易検索や詳細検索でも図書や雑誌等の資料と一緒に
雑誌記事を検索できます。
9　雑誌記事索引における「件名」は、自然語(非統制語)であるため、
検索では検索語とキーワードが部分一致する記事がヒットします。「件
名標目表」に記載されている件名（「What’ s	書誌調整ふたたび	第5回	テー
マで探すために」本誌660（2016年4月）号　pp.25-28参照）とは異なり、
同じ概念の他のキーワードも含めた検索結果を得ることはできません。
10　採録誌選定範囲を段階的に拡大してきました。「『雑誌記事索引』
の成り立ち」で紹介しています。http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/
sakuin_select.html#origin
11　著者等の表示が記事の文末のみに表示されている場合や、役割表示
が監修、文責、構成等の者は記録しません。	
「おしらせ：雑誌記事索引データに記録する著者等の数を増やしました」
『NDL書誌情報ニュースレター』2016年2号（通号37号）
http://www.ndl.go.jp/jp/data/bib_newsletter/2016_2/article_08.html
12　「雑誌記事索引のRSS配信について」（http://www.ndl.go.jp/jp/data/
sakuin/about_rss.html）で詳しい使い方を紹介しています。



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、

日本国内の出版物を広く収集しています。

このコーナーでは、主として取次店を通さない

国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　現代社会において、公共インフラの整備が経済発

展と密接な関係にあることは言をまたない。戦後日

本で大規模に整備された高速道路もまた、その経済

発展において大きな役割を果たし、今日もなお、旅

客輸送に物流にと、我々の日々の生活を様々な側面

から支えている。その高速道路が、本書のタイトル

が表す通り、名神高速道路の一部開通から数えると

まだ 50 数年の歴史しか有していない、と改めて言

われると、意外な印象を受けるかもしれない。

　終戦直後の日本は、言うなれば「道路後進国」で

あった。本書によると、昭和 31（1956）年に政府

の要請により来日した米国の調査団が、「日本の道

路は信じがたいほど悪い。工業国にしてこれほど完

全にその道路網を無視してきた国は、日本の他にな

い」という痛烈な批判をその報告書の巻頭に掲げた

ほど、日本の道路状況は悪かった。本書は、そのよ

うな劣悪な道路環境の整備から始まり、各高速道路

の建設・開通・展開、そして道路公団民営化という

一大転機を経て今日にいたるまでの、日本の高速道

路史を概観することができる。

　「高速道路 50 年の歩み」冒頭の「第 1 章　戦後の

道路事情と有料道路制度の確立」から「第 4 章　縦

貫道から横断道建設への展開」においては、史料的

価値という枠組みに留まらない、えも言われぬ魅力

を感じる。黎明期のエピソードは、先駆者たちの苦

悩や喜びといった人間ドラマが描かれ、興味をか

きたてられやすい、とい

う側面もあるが、他方で、

本書の特徴の一つによる

ところも大きい。それは、

しばしば脚注を用い、当

時又は後年発行された資

料から、述懐形式の文章

を多数引用している、と

いう点である。これにより、本編の補足がなされ、

より理解を深められるとともに、高速道路黎明期に

生きた人々の息遣いを間近に感じながら読み進める

ことができる。

　「高速道路と地域社会」では、高速道路による直

接的な経済効果とともに、間接的な効果、いわゆる

波及効果が述べられており、高速道路が日本経済に

与える影響の大きさを再認識させられる。また、「今

後の展望」では、社会情勢の変化への対応や道路の

老朽化など、高速道路が抱える諸課題を学ぶことが

できる。

　「資料・年表」では、年表や各種統計、財務資料

とともに、大規模自然災害における高速道路の被害

状況・復旧状況が数例掲載されている。地震や豪雨

によって破壊された道路の写真は、何度見ても慣れ

ることはなく、見るたびに驚愕させられ、災害を前

にした文明の脆さを否応なしに知覚させられるもの

だが、一方で、その後の迅速な緊急復旧・応急復旧

の様子は、読み手にまた違った意味での驚きを与え

るだろう。

　日本の国土交通に少しでも関心のある人には、一

度は手にとってもらいたい一冊である。

（利用者サービス部科学技術・経済課　旗
は た て

手　優
ゆう

）

高速道路五十年史　

『高速道路五十年史』編集委員会 編　東日本高速道路、中日本高
速道路、西日本高速道路 刊　
2016.2　785p　31cm　 <請求記号　DK32-L74>
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第四期計画策定の経緯

　国立国会図書館では、国全体の科学技術情報

基盤を整備する一環として、内外の科学技術関

係の資料や電子情報の収集と整備に努めてきま

した。国会に対し科学技術に関する情報を提供

するため、研究者・技術者の調査・研究に資す

るため、さらに国民全体の科学技術情報の利用

を促進するため、収集資料や電子情報を広く利

用に供しています。これらを計画的に進め、科

学技術情報の電子化・ネットワーク化等の進展

に対応するために、国立国会図書館では、これ

まで数次にわたり「科学技術情報整備基本計画」

を定めてきました。平成 27 年度末を終期とす

る「第三期科学技術情報整備基本計画」の後継

計画の策定に向けて、館長の諮問機関である科

学技術情報整備審議会において、平成 26 年度

から 2 か年度にわたって調査審議が行われ、平

成 27 年 12 月に、「イノベーションを支える「知

識インフラ」の深化のための提言～第四期科学

技術情報整備基本計画策定に向けて～」1（以

「深 化 型 知 識 イ ン フ ラ」
を 実 現 す る た め に
「第四期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画」の策定

T O P I C

一般市民，企業等の利用，大学・研究機関等におけるコンテンツの再生産

＝コンテンツの拡充を図り，メタデータ/コンテンツの長期的アクセスを保証する

制度整備・人材育成等

・利活用促進のための各種施策
（孤児著作物の制度整備を含む。）

・人材育成のための施策 等

目的別・テーマ別ポータル

・地方発信，海外発信向けの入口
の提供
・教育利用，防災利用，商業利用
等の入口の提供 等

＝コンテンツの利活用促進のための枠組みを整備する

研究
データ

公共
データ

文献 音声
データ

画像
データ

官公庁，出版社，図書館，大学・研究機関・学協会，文書館・博物館・美術館 ほか

イノベーショ
ンの創出

・経済・社会的な課題解決
・研究開発の強力な推進へ

関係府省等との連携 関係機関への支援・協力

学術情報基盤の整備

・研究成果物，教育コンテンツ等
の収集・保存
・オープンアクセスの推進
・デジタル化の推進 等

MLA情報資源の充実
・MLA連携によるコンテンツの拡
充，保存の支援
・文化財等の分野ごとのメタデー
タのとりまとめ/整備の支援 等

行政府省等 民間・研究機関

文化財分野の
アグリゲータ等ＮＩＩ・ＪＳＴ等 連携・支援連携・協力

恒久的保存のための領域

利活用促進のための領域

国立国会図書館の役割

・文献相当の国内情報資源の網羅的な
収集，デジタル化の推進

・MALUI連携推進

・電子情報資源の長期的アクセスの保証

・研究データ共有・保存の検討・啓発 等

・多様なコンテンツのメタデータの統合的
検索機能の提供

・メタデータのオープンライセンス化・標準
化の推進，識別子の普及

・デジタル化資料の利活用の促進，テキス
トデータの活用

２つの領域を繋げる

図　「深化型知識インフラ」の枠組み
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下「提言」といいます。）が、安西祐一郎委員

長（当時）から国立国会図書館長に手交されま

した 2。

　近年、国内外では、情報の生産・流通・保存・

利活用のあらゆる段階において電子情報資源が

主要な役割を担うようになり、また、研究成果

を広く、容易にアクセス・利用可能とするオー

プンサイエンスの推進が世界的潮流となる中、

研究データを共有し、長期的なアクセスを保証

するための取組も進んでいます。国の「第 5 期

科学技術基本計画」3 においてもオープンサイ

エンスの推進体制を構築することが明記され、

研究成果・データを共有するプラットフォーム

の構築にも言及しています。

　こうした状況を踏まえて、提言では、将来に

わたって我が国の知的生産活動を持続的に支

え、イノベーションを創出するには、「第三期

科学技術情報整備基本計画」で掲げられた「知

識インフラ」（多種多様な情報資源全体を扱い、

知識の循環を促進する情報基盤）を発展させ、

必要な情報への長期的かつ広範なアクセスを保

証し、我が国が保有するコンテンツの利活用を

一層促進する「深化型知識インフラ」を実現す

る必要があるとされました。そのためには様々

なコンテンツを生み出し蓄積する「恒久的保存

のための領域」と、コンテンツをより利活用し

やすく整備する「利活用促進のための領域」を

有効に機能させることが重要であるとし、国立

国会図書館が 2 つの領域を有機的に繋げる役割

を果たすよう求めています（前ページ図）。

　この提言を受けて国立国会図書館は、平成

28 年度から平成 32 年度までの 5 か年を対象と

した「第四期国立国会図書館科学技術情報整備

基本計画」（以下「第四期計画」といいます。）

を平成 28 年 3 月に策定しました。以下、おも

な内容をご紹介します 4。

第四期計画の概要

( 1 )  恒 久 的 保 存 の た め の 取 組

① 学術情報を始めとする情報資源の収集とデジ

タル化

　学協会や研究機関が刊行する研究成果物を含

む学術情報について、関係機関との役割分担を

明確にした上で収集・保存に取り組みます。そ

のうちオンライン資料については、出版状況等

を調査した上で、現在収集を免除されているも

のも個別に出版者と条件等について調整を行

い、収集・保存・提供の実現を目指します。併

せて、動画・画像等の文献相当以外の電子的学

術情報の収集・保存に向けた対応を検討します。

そのほか、収集するインターネット資料の対象

を拡大し、国等のソーシャルメディアを使った

動画等の収集・保存のための取組に着手します。

　また、所蔵資料のデジタル化を着実に実施す

るとともに、他機関所蔵資料についてもデジタ

ル化を支援し、そのデジタル化資料を収集する

ことにより、コレクションの拡充を図ります。

② 関係機関との連携の推進

　MALUI と呼ばれる博物館・美術館（M）、

文書館（A）、図書館（L）、大学（U）、産業（I）

等を中心に、関係機関が保有するコンテンツを
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統合的に利活用できるよう連携・協力体制を構

築します。

③ 電子情報資源の長期的アクセスの保証

　電子情報資源の長期的アクセスに関する調

査・研究を行い、媒体ごとの具体的な保存方法

を検討して、当館が保有する電子情報資源の適

切な保存対策を実施します。

　さらに、他機関が維持できなくなった震災・

災害情報の収集・保存に取り組みます。それ以

外の情報で他機関が維持できなくなったもの

は、当該機関と調整の上、メタデータとセット

で収集・保存することを検討します。

④ オープンサイエンスにおいて果たすべき役割

　研究データの長期利用保証を担保するための

方策の検討に参加し、研究データの共有・保存

に対する啓発活動として、イベント等を開催

します。加えて、研究データと論文とのリン

クを可能とする環境整備のため、DOI（Digital 

Object Identifier5）の付与に係る普及活動を行

います。

⑤ 図書館界のアグリゲータとしての役割

　各図書館等が所有する学術情報を含む電子情

報資源のメタデータを国立国会図書館サーチ

に 集 約 し、API（Application Program Inter-

face6）提供を拡大します。また、オープンアク

セス推進のため、関係機関と連携してオープン

アクセス誌を長期にわたって保存するための取

組を行います。

　政府・自治体等が作成し、一般に向けて公開

した公共データの長期保存の支援に加え、他機

関が保有するコンテンツが維持困難になった場

合は、関係機関と連携・協力の下、権利関係な

どの調整を行い、当該コンテンツの長期保存を

図ります。

( 2 )  利 活 用 促 進 の た め の 取 組

① 多様なコンテンツのメタデータの統合的検索

機能の提供

　我が国が保有するコンテンツへのアクセスを

一元的に提供する窓口として、MALUI 等の主

要デジタルアーカイブが保有するメタデータを

国立国会図書館サーチが集約し、API 等によ

る提供の拡充を進めます。

② メタデータの標準化・オープンライセンス化の

促進

　永続的識別子に関する国際的な連携に積極的

に関与し、メタデータやプロトコルの標準化、

識別子の普及活動を行うとともに、典拠データ

に関する複数の関連する識別子の結び付けを行

うことを検討し、そのための具体的な取組を行

います。

　学協会・研究機関等が刊行するオンライン資

料の雑誌論文単位での流通状況の把握と検索可

能性の確保について、検討及び実現に向けた取

組を行います。また、電子情報資源の長期アク

セスに有用な DOI に関し、官庁出版物を中心

にデジタル化資料への付与を進めます。さらに、

国内の主要デジタルアーカイブのメタデータを

自由に利用できるようオープンライセンス化の

促進と API 提供の推進を図ります。
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③ 目的別・テーマ別ポータルの提供への協力

　国立国会図書館サーチが集約・提供するメタ

データを用いて、様々な機関が目的ごと又は

テーマごとのポータルを用意できるよう取り組

みます。

④ コンテンツを利用しやすくするための制度整備

　関係府省等と連携してコンテンツのライセン

ス表示推進のためのガイドライン等の策定に協

力します。加えて、人材育成のため、デジタル

化の推進やメタデータの API 普及に関する研

修・イベントを行います。

⑤ 国立国会図書館のデジタル情報資源の利活用

の促進

　デジタル化資料の海外への提供に係る方策を

検討し、実現に向けて調整を図ります。

　当館が保有するデジタル情報資源について、

利活用しやすい提供方法を整備します。中で

も、視覚障害者その他視覚による表現の認識に

障害を持つ利用者の利便性を図るため、校正さ

れた全文テキストの作成を目指して実証実験を

行い、課題等を整理した上で提供を開始します。

また、デジタル化資料の利便性向上のため、「国

立国会図書館東日本大震災アーカイブ」のコン

テンツの本文テキスト化を行い、本文検索サー

ビスの提供を開始し、他のコンテンツについて

も段階的な実施を図ります。

⑥ 国立国会図書館が作成するデータのオープン化

　当館の書誌データに関しては、オープンライ

センスでの提供を目指します。それ以外の当館

が作成し保有するデジタルデータについては、

ライセンスを明示した上で、利活用しやすい環

境を整備します。

　個人情報を削除した図書館資料の利用状況等

のデータを、公開範囲と提供方法について検討

した上で研究者に提供し、共同研究を実施しま

す。

おわりに

　国立国会図書館は、第四期計画の着実な実施

に向けて取り組んでいきます。皆様の御協力を

何とぞよろしくお願いいたします。

（利用者サービス部科学技術・経済課

・電子情報部電子情報企画課）

1　 提言の全文は、当館ホームページ > 国立国会図書館につい
て > 科学技術情報整備審議会 > 諮問・答申ほか（http://
www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/council/report.html）に掲
載している。

2　 『国立国会図書館月報』659 号（2016 年 3 月）30 ページ参照。
3　 同計画の全文は、内閣府ホームページ > 内閣府の政策 > 科

学技術政策 > 科学技術基本計画（http://www8.cao.go.jp/
cstp/kihonkeikaku/index5.html）に掲載されている。

4　 第四期計画の全文は、当館ホームページ > 国立国会図書館
について > 科学技術情報整備 > 科学技術情報整備に関連
す る 諸 計 画（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/plan.
html）に掲載している。

5　 電子データ等に付与される国際的な識別子。
6　 ここでは検索可能なコンテンツを外部システムから機械的

に利用可能とするための仕組みのこと。
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　7月12日、国立国会図書館東京本館において、第8回科学技術情報整備審議

会が開催され、審議会委員9名、当館から館長ほか14名が出席した。委員の互

選により西尾章治郎委員が委員長に選任された。続いて、西尾委員長が竹内比呂

也委員を委員長代理に指名した。当館から、第四期国立国会図書館科学技術情報

整備基本計画の策定と、国のデジタルアーカイブ連携における当館の果たす役割

について報告した後、質疑および懇談が行われた。

　懇談では、デジタル情報資源の収集・保存において、当館、国立情報学研究所、

科学技術振興機構等の関係機関の役割分担を明確にすべきであること、多様なコ

ンテンツのメタデータの統合的検索機能において検索結果を分かりやすく提示す

る工夫が求められること、メタデータの定義を整理する必要があること、グロー

バルに流通している情報と国内の情報を結び付けて利用者に提供する視点が重要

であること、日本のデジタル情報資源に対する海外からのアクセス環境を整備す

ることも重要であることなどが指摘された。

　審議会に関する情報は、国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.

go.jp/）＞国立国会図書館について＞審議会・科学技術情報整備審議会（http://

www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/council/index.html）に掲載している。

　科学技術情報整備審議会委員名簿（五十音順　敬称略）（平成28年7月12日現在）

　委員長　　　　西尾　章治郎　　大阪大学総長

　委員長代理　　竹内　比呂也　　千葉大学副学長

　委員　　　　　石田　徹　　　　日本商工会議所専務理事

　　　　　　　　板倉　康洋　　　文部科学省大臣官房審議官（研究振興局担当）

　　　　　　　　喜連川　優　　　情報・システム研究機構国立情報学研究所長

　　　　　　　　倉田　敬子　　　慶應義塾大学文学部教授

　　　　　　　　児玉　敏雄　　　日本原子力研究開発機構理事長

　　　　　　　　佐藤　義則　　　東北学院大学文学部教授

　　　　　　　　戸山　芳昭　　　国際医学情報センター理事長

　　　　　　　　濵口　道成　　　科学技術振興機構理事長

　　　　　　　　藤垣　裕子　　　東京大学大学院総合文化研究科副研究科長・教養学部副学部長

　　　　　　　　村山　泰啓　　　情報通信研究機構統合ビッグデータ研究センター研究統括

第8回科学技術情報

整備審議会



28　■国立国会図書館月報666号 2016.10

平成28年度

国立国会図書館長と都

道府県立及び政令指定

都市立図書館長との懇

談会

　7月7日、国際子ども図書館において標記懇談会を開催した。国立国会図書館

と公共図書館との協力の推進を図ることを目的とするこの会は今年で52回目と

なり、都道府県立および政令指定都市立図書館等72機関から77名が参加した。

　懇談会では、まず文部科学省から図書館行政の動向について報告があり、引き

続いて、今年度の懇談会のテーマ「児童サービス」に関して、当館から「国際子

ども図書館の事業・サービス（附：事前アンケート結果報告）」と題する報告を行っ

た。

　公共図書館の児童サービスについて、村木生久岡山県立図書館長からは、全点

購入の新刊児童図書を展示する児童図書研究室、様々な年齢層を対象とした読み

聞かせ会等のイベント、講師派遣事業など市町村および学校図書館に対する支援

の取組みについて、千葉真札幌市中央図書館長からは、18歳以下の図書館の利

用状況、読書活動推進事業、市内の出版社と協同で実施したデジタル絵本実証実

験、学校および私立図書館支援、11月7日に開館する札幌市えほん図書館等に

ついてそれぞれ報告があった。

　報告後の質疑応答・懇談では、岡山県立図書館の児童サービスおよび札幌市え

ほん図書館に関する質問のほか、国立国会図書館のレファレンス協同データベー

ス等での子ども向けコンテンツの充実やカレントアウェアネスの掲載基準に関し

て、質問や要望が寄せられた。

　また、見学会を併せて行い、懇談会前の東京本館の見学には約50名が、懇談

会後の国際子ども図書館の見学には約70名が参加した。
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国際政策セミナー

「家族のダイバーシティ―

ヨーロッパの経験から考え

る―」

■ 　調査及び立法考査局は、「家族のダイバーシティ―ヨーロッパの経験から考え

る―」をテーマに国際政策セミナーを開催します。

　基調講演者は、ドイツの著名な公法学者で、憲法、行政法、EU法及び国際法

の専門家であるマルティン・ネッテスハイム氏です。近年、国の内外で、同性カッ

プルを認めるパートナーシップ制度が導入されるなど、家族の多様なありかたが

社会的に注目されています。ドイツでは、同性婚は認めていないものの、2001

年に生活パートナーシップ制度を導入し、同性カップルを法秩序に統合するよう

になりました。本セミナーでは、ネッテスハイム氏に、「ドイツの生活パートナー

シップ制度と憲法（仮題）」と題し、生活パートナーシップ制度の展開と、家族

の多様性についてお話しいただきます。基調講演の後は、憲法や民法の専門家と

のパネルディスカッションを行います。皆様のご参加をお待ちしております。

○日　　　時　11月11日（金）14：00～17：00

○会　　　場　東京本館　新館講堂（定員300名）

○プログラム（同時通訳付き、入場無料）

　・基調講演　�マルティン・ネッテスハイム氏（テュービンゲン大学法学部教授）

　・パネルディスカッション

　　　パネリスト　　　　　窪田　充見氏（神戸大学大学院法学研究科教授）

　　　（五十音順）　　　　　松原　光宏氏（中央大学法学部教授）

　　　　　　　　　　　　　水野　紀子氏（東北大学大学院法学研究科教授）

　　　　　　　　　　　　　山口　和人　（当館専門調査員）

　　　コーディネーター　　磯村　保氏　（早稲田大学大学院法務研究科教授）

○申 込 方 法

　�ホームページの参加申込みフォームから11月10日（木）までにお申し込みく

ださい。定員に達した時点で受付を終了します。

　�国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp）＞イベント・展示会情

報＞国際政策セミナー（講演会）「家族のダイバーシティ―ヨーロッパの経験

から考える―」

○問 合 せ 先

　�国立国会図書館�調査及び立法考査局�調査企画課�連携協力室

　（担当：福林・川鍋・兼松）

　電話　03（3581）2331（代表）

マルティン・ネッテスハイム氏
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国際シンポジウム

「オープンサイエンスの潮流

と図書館の役割」

■ 　国立国会図書館では、11月15日（火）に国際シンポジウム「オープンサイエ

ンスの潮流と図書館の役割」を開催します。

　このシンポジウムでは、オープンサイエンスに対して積極的に取り組んでいる

欧州研究図書館協会（LIBER）会長のクリスティーナ・ホルミア＝ポウタネン氏

に、ヨーロッパの研究図書館や国立図書館の対応の現状をご講演いただきます。

あわせて、日本国内でオープンサイエンスを先導する専門家が加わり、図書館が

果たすべき役割等についてヨーロッパに学び、日本での在り方を考える鼎談を行

います。皆様のご参加をお待ちしております。

○日　　時　11月15日（火）14：00～16：30（13：30開場）

○会　　場　東京本館　新館講堂

○プログラム（同時通訳付き）

　講演　�ヨーロッパの研究図書館におけるオープンサイエンスへの取組について

　　　　�クリスティーナ・ホルミア＝ポウタネン氏（Ms.�Kristiina�Hormia-Poutanen）

　　　　�（欧州研究図書館協会会長、フィンランド国立図書館�図書館ネットワー

クサービス部長）

　講演　オープンサイエンス推進の国際的枠組みと日本の近況

　　　　�村山泰啓氏（国立研究開発法人�情報通信研究機構�統合ビッグデータ研

究センター研究統括）

　鼎談　オープンサイエンスの潮流と図書館の役割

　　　　クリスティーナ・ホルミア＝ポウタネン氏

　　　　�喜連川優氏（大学共同利用機関法人�情報・システム研究機構�国立情報学研究所長）

　　　　村山泰啓氏（※モデレータ）

○定　　員　250名　※先着順

○参 加 費　無料

○申込方法　�ホームページから11月14日（月）までにお申込みください。定員

に達した時点で受付を終了します。

　　　　　　�国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp）＞イベント・

展示会情報＞国際シンポジウム「オープンサイエンスの潮流と図書

館の役割」

　　　　　　�http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/20161115symposium.html

○問合せ先　�国立国会図書館�利用者サービス部�サービス企画課�レファレンス係

　　　　　　電話　03（3506）3374　　電子メール　sankiref@ndl.go.jp

クリスティーナ・ホルミア＝ポ
ウタネン氏

村山泰啓氏

喜連川優氏
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　国立国会図書館では平成28年度企画展示として、有名人の直筆を集めた展示

会「続・あの人の直筆」を実施します。この関連イベントとして、中村�健太郎

氏（帝京大学短期大学人間文化学科助教）をお招きし、東京本館で講演会「あの

人の直筆を鑑定する―古
こ

筆
ひつ

見
み

のお仕事」を行います。

　展示会をより楽しんでいただけるよう、書に親しむための鑑賞のポイントをは

じめ、書の鑑定を専門とした江戸時代の「古筆見」について、また今回の出展資

料の見どころなどを、書道史の視点からわかりやすく紹介します。ぜひご参加く

たさい。

○講　　師　�中村　健太郎氏

　　　　　　（帝京大学短期大学人間文化学科助教）

○日　　時　10月22日（土）14：00～16：00

○会　　場　東京本館　新館大会議室（3階）

　　　　　　（13：30開場）

○定　　員　70名

　　　　　　※定員に達し次第受付を終了します。

○参 加 費　無料

○申込方法　ホームページからお申込みください。

　　　　　　http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/20161022lecture.html

　�　　　　　�または、①件名「平成28年度企画展示「続・あの人の直筆」関連

講演会（東京本館）」、②氏名（よみがな）、③電話番号、④FAX番

号を明記の上、FAXでお申込みください。

○問合せ先　国立国会図書館�利用者サービス部�サービス企画課�展示企画係

　　　　　　電話　03（3506）5261　　FAX　03（3580）3559

平成28年度企画展示

「続・あの人の直筆」

関連講演会

■
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　国立国会図書館では資料の保存と利用の両立を図るため、デジタル化による媒

体変換を行い、作業が終了した後は、原資料に代えてデジタル化資料を提供して

います。

　このデジタル化作業のため、一部の資料の利用を停止しています。

　詳細については、国立国会図書館ホームページや館内掲示等でお知らせしてい

ます。

　利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、国民の文化的資産である国立国会

図書館の蔵書を、可能な限り長く保存し後世に伝えるため、ご理解とご協力をお

願いいたします。

○利用を停止している資料

　（1）東京本館所蔵の和図書� 約430冊

　　　・�昭和62年までに整理された請求記号AZ-1351～AZ-1391で始まるも

のの一部

　　　・請求記号がY994で始まるものの一部

　（2）東京本館所蔵の国内刊行和雑誌� 16タイトル　約200冊

　（3）関西館所蔵の国内刊行和雑誌� 約40タイトル　約500冊

　（4）国際子ども図書館所蔵の国内刊行和雑誌� 約70タイトル　約300冊

○利用停止期間　�平成28年9月13日から平成29年4月末日まで（予定）

※�ご利用の際は、NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）で、

ご希望の資料が利用可能かどうかを事前にご確認ください。

　URL　http://ndlopac.ndl.go.jp/

資料のデジタル化に伴い原

資料の利用を停止しています

■



国立国会図書館月報666号 2016.10 ■　33

国際子ども図書館展示会

「こんにちは！イタリア―子

どもの本のファンタジスタ

たち」

■ 　国際子ども図書館では、10月25日から「こんにちは！イタリア―子どもの本

のファンタジスタたち」展を開催します。

　イタリアには1982年に創設されたイタリア・アンデルセン賞という児童文学

賞があります。今回は国際子ども図書館所蔵のイタリアの児童書約2,600冊の中

から、イタリア・アンデルセン賞受賞者を中心としたイタリアの子どもの本の作

家・画家58名を、関連する約280冊の資料で紹介します。

　ブルーノ・ムナーリやロベルト・インノチェンティ、ロベルト・ピウミーニな

どの作家や画家による、イタリアの魅力あふれる物語の世界、多様な表現の方法

をお楽しみください。

　入場は無料です。ご来場をお待ちしています。

○開催期間　10月25日（火）～12月25日（日）

　　　　　　�月曜日、国民の祝日・休日および資料整理休館日（第3水曜日）

は休館

○開催時間　9：30�～�17：00

○会　　場　国際子ども図書館　レンガ棟3階　本のミュージアム

＜ギャラリートークのご案内＞

　会期中、職員によるギャラリートークを開催します。事前のお申込みは不要で

す。詳細は国際子ども図書館ホームページ（http://www.kodomo.go.jp/）をご覧

になるか、電話でお問い合わせください。

○問合せ先

　国立国会図書館�国際子ども図書館�資料情報課�展示係

　電話　03（3827）2053（代表）

『ピノキオの冒険』
カルロ・コッローディ原作　
ロベルト・インノチェンティ絵
新装版
西村書店東京出版編集部　2013

『どうぶつうります』
ブルーノ・ムナーリ作
フレーベル館　2011

『光草』
ロベルト・ピウミーニ作
小峰書店　1998
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　国際子ども図書館は、日本ペンクラブとの共催で、「シリーズ・いま、世界の

子どもの本は？」と題した世界各国の児童書に関するイベントを開催しています。

　シリーズ第9回は、講演会「いま、イタリアの子どもの本は？」とし、翻訳家

の吉冨文氏にイタリアの児童書についてお話しいただきます。これは、10月25

日（火）から12月25日（日）まで開催する展示会「こんにちは！イタリア―子

どもの本のファンタジスタたち」の関連講演会として開催します。

　吉冨氏は、イタリア文学・イタリア語を教えながら翻訳家として活躍されてい

ます。訳書には、マルチェッロ・アルジッリ作『やあ、アンドレア』、ロベルト・

ピウミーニ作『ラウラの日記』（共にさ・え・ら書房）があります。

　入場は無料です。ぜひご参加ください。

○日　　時　11月5日（土）14：00～16：00

○会　　場　国際子ども図書館�アーチ棟1階�研修室1

○講　　師　吉冨文氏（翻訳家）

○司　　会　野上暁氏（日本ペンクラブ「子どもの本」委員会委員長）

○対　　象　中学生以上（定員100名）

○申込方法　�インターネットまたは往復はがきのいずれかの方法でお申し込みく

ださい。

　　　　　　・インターネットによる申込み

　　　　　　　　�台東区ホームページ内の「上野の山文化ゾーン[講演会シリー

ズ]」（http://www.city.taito.lg.jp/index/bunka_kanko/

torikumi/uenonoyama/koenkai.html）にアクセスし、専用の

フォームからお申し込みください。

　　　　　　・往復はがきによる申込み

　　　　　　　�はがきの「往信用裏面」と「返信用表面」に下記の必要事項をご

記入の上、下記の宛先にお送りください。

　　　　　　　◦「往信用裏面」の必要事項

　　　　　　　　１．郵便番号・住所・氏名（ふりがな）

　　　　　　　　２．�参加人数（1枚のはがきで2名まで。2名の場合はそれぞ

れの氏名を必ず明記してください。）

　　　　　　　　３．電話番号

シリーズ・いま、世界の子

どもの本は？（第9回）

「いま、イタリアの子どもの

本は？～国際子ども図書館

展示会『こんにちは！イタ

リア―子どもの本のファン

タジスタたち』関連講演会」

■

吉冨文氏
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　国際子ども図書館は、東京都歴史文化財団東京文化会館との共催によるイベン

ト「ミュージック・プログラム・トーキョー　まちなかコンサート　～芸術の秋、

音楽さんぽ～　子どものための音楽会」を開催します。入場は無料です。ぜひお

越しください。

○日　　時　10月16日（日）13：00～、15：00～（各回40分程度）

○会　　場　国際子ども図書館レンガ棟3階ホール

○内　　容　�東京音楽コンクール入賞者等を中心とする新進演奏家による弦楽四

重奏を演奏します。演奏終了後に、音楽に関連する児童書を紹介し

ます。

　　　　　　※�音楽会にちなんで、国際子ども図書館レンガ棟1階子どものへや

で、音楽に関する本を展示します（9月6日～10月30日）。

○対　　象　�3歳以上の方　各回100名程度（事前申込み不要、当日先着順、入

替制）

　　　　　　※子ども向けのイベントです。

○問合せ先　国立国会図書館�国際子ども図書館�企画協力課

　　　　　　電話　03（3827）2053（代表）

　　　　　　　　４．「講演番号12」「いま、イタリアの子どもの本は？」

　　　　　　　◦「返信用表面」の必要事項：郵便番号・住所・氏名

　　　　　　　◦宛先：〒110-8615�東京都台東区東上野4-5-6

　　　　　　　　　　　台東区役所文化振興課「上野の山文化ゾーン」係

○締　　切　10月19日（水）必着

○問合せ先　国立国会図書館�国際子ども図書館�企画協力課

　　　　　　電話　03（3827）2053（代表）

子どものための音楽会■

前回の様子
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　11月8日（火）から11月10日（木）にパシフィコ横浜で開催される、図書

館に関する国内最大の展示会「第18回図書館総合展」に、国立国会図書館も参

加します。

　展示ブースでは、国立国会図書館の多様なサービスをプレゼンテーション等で

ご紹介します。また、期間中に次のフォーラム（講演会）を開催します。ぜひご

来場ください。

○フォーラム

　�「外国資料をめぐる課題とその克服―アジア情報のリソースシェアリングから

見えてくるもの―」

　日　時：11月9日（水）13:00～14:30

　会　場：パシフィコ横浜　展示ホール第7会場（定員80名）

　講　師：加藤さつき氏（新潟大学学術情報部学術情報サービス課長）

　　　　　小島　浩之氏（東京大学大学院経済学研究科講師）

　　　　　齊藤　まや　（関西館アジア情報課アジア第二係長）

　　　　　渡邉　斉志　（関西館アジア情報課課長）

　�「我が国におけるデジタルアーカイブ連携の未来：国立国会図書館サーチとア

グリゲーターの視点から」

　日　時：11月10日（木）13:00～14:30

　会　場：パシフィコ横浜　アネックスホール第2会場（定員200名）

　講　師：高野　明彦氏（国立情報学研究所教授）

　　　　　奥野　吉宏氏（京都府立図書館企画総務部連携支援課主任）

　　　　　生貝　直人氏（東京大学大学院情報学環客員准教授）

　　　　　小澤　弘太　（電子情報部電子情報サービス課課長補佐）

　【フォーラム参加申込方法（先着順）】

　　ホームページの参加申込みフォームからお申し込みください。

　　�国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）＞イベント・展示会

情報

　　URL　http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/lff2016.html

　　または次の事項を明記の上、FAXでお申し込みください。

　　　�①参加を希望するフォーラムの題名、②参加希望日、③氏名（ふりがな）、

④電話番号・FAX番号、⑤所属（図書館などに所属されている方のみ）

○申込み・問合せ先　国立国会図書館�総務部�総務課�広報係

　　　　　　　　　　FAX　03（3597）5617　　電話　03（3581）2331（代表）

第18回図書館総合展（主催：図書館総合展運営委員会）

　期間　11月8日（火）～11月10日（木）　10:00～18:00

　会場　パシフィコ横浜　（横浜市西区みなとみらい1-1-1）

第18回図書館総合展に参加

します

■

ブースには、レファレンス協同データベース
のマスコットキャラクター「れはっち」も登
場します。
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　アジア情報の収集・提供に関するスキル向上を図るとともに、アジア情報関係

機関との連携を深めることを目的として、平成28年度アジア情報研修を行いま

す。昨年度に引き続き、日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所と共催

で実施します。

○日　　時　平成28年11月24日（木）～25日（金）

○会　　場　国立国会図書館　関西館　第1研修室

○対　　象　�各種図書館、調査研究・教育機関、中央省庁・地方公共団体等に所

属する方、大学院生等。　

○定　　員　12名（原則、1機関につき1名）。応募多数の場合は調整します。

○テ ー マ　韓国の諸制度と統計を調べる

○内容（予定）11月24日（木）13：30-17：30

　　　　　　実習①「韓国の諸制度を調べる」（当館関西館アジア情報課職員）

　　　　　　当館関西館アジア情報室・書庫見学

　　　　　　＊終了後、情報交換会（会費制、希望者のみ）を予定しています。

　　　　　　11月25日（金）9：30-12：00

　　　　　　実習②「韓国の統計を調べる」（アジア経済研究所図書館職員）

　　　　　　＊受講者の方には、事前課題にご回答いただきます。

　　　　　　＊朝鮮語の入力・読解ができない方もご参加いただけます。

○参 加 費　無料。ただし旅費・滞在費等は受講者にご負担いただきます。

○申込方法　�アジア経済研究所ウェブサイトの以下のページからお申込みくださ

い。

　　　　　　URL　�http://www.ide.go.jp/Japanese/Event/Library/201611_

kensyu.html

　　　　　　＊�申込受付後にお送りする確認メールが届かない場合は、下記まで

お電話ください。

○申込期限　�平成28年10月30日（日）。定員を超えた時点で受付を終了します。

　　　　　　＊参加の可否は、平成28年11月2日（水）までにお知らせします。

○問合せ先　日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所�図書館　

　　　　　　電話　043（299）9716　　FAX　043（299）9734

平成28年度

アジア情報研修

■
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　調査及び立法考査局は、国内外の専門家を招いて開催した国際政策セミナー（平

成28年2月18日開催）の講演記録として、『グローバル化の中の議会の役割―欧州

の経験から日本への示唆』を刊行し、PDF版をホームページに掲載しました。

　登壇者によるプレゼンテーションの資料やコメントの内容、パネルディスカッショ

ンにおける発言のほか、解題や参考資料を収録しています。

　この報告書を含め、国立国会図書館が国政審議の参考資料として作成した資料の

全文は、ホームページでご覧になれます。ご活用ください。

○�国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）＞国会関連情報＞『調査

資料』＞2016年刊行分

　URL　http://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/2016/index.html

国際政策セミナー報告書

『グローバル化の中の議会の

役割―欧州の経験から日本

への示唆』を刊行しました

■

レファレンス　786号　A4　76頁　月刊 1,000円（税別）　発売　日本図書館協会

　�議員立法と内閣立法の諸相―農林・環境分野の立法例を中心に―

　フランスの間接雇用制度

　ドイツ連邦共和国基本法における緊急事態条項

レファレンス　787号　A4　126頁　月刊 1,000円（税別）　発売　日本図書館協会

　ドイツの選挙制度改革（2）―小選挙区比例代表併用制のゆくえ―

　ドイツの選挙制度改革に係る2012年連邦憲法裁判所判決と関係条文（資料）

　アメリカの議会・大統領関係の課題―分極化と政治的意思決定―

　対日直接投資の経済への影響―業種別の生産性向上・雇用創出効果の検討―

　ライドシェアを取り巻く状況

入手のお問い合わせ

日本図書館協会

〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812

新刊案内

国立国会図書館の

編集・刊行物

■
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29	 <Announcements>
	 ○	International	Policy	Seminar	“Family	diversity	–	

From	European	experiences	–”
	 ○	International	Symposium:	Trends	in	Open	Science	

and	the	role	of	libraries
	 ○	Lecture	related	to	exhibition	“Autograph	

manuscripts	and	original	artworks	of	well-known	
people	(part	2)”

	 ○	Discontinuance	of	original	materials	reader	service	
because	of	digitization

	 ○	Exhibition	at	the	International	Library	of	
Children’s	Literature	“Ciao!	Italia	–	‘Fantasista	
Spellbinders’	of	children’s	books”

	 ○	Series:	What’s	Happening	with	Children’s	Books	
in	the	World?	(9)	Lecture	“What’s	Happening	with	
Children’s	Books	in	Italy?:	related	to	the	ILCL	
exhibition	“Ciao!	Italia	–	‘Fantasista	Spellbinders’	
of	children’s	books””

	 ○Concert	for	Children
	 ○Library	Fair	&	Forum	2016
	 ○Training	program	on	Asian	information	FY2016
	 ○	Publication	of	a	report	on	the	FY2015	

International	Policy	Seminar	“The	functions	of	
parliament	in	the	global	era	–	suggestions	for	
Japanese	politics	from	the	EU	experiences	–”

	 ○Book	notice	-	Publications	from	NDL

18	 <Tidbits	of	information	on	NDL>
	 Exhibiting	autograph	manuscripts	by	Tokuda	Shusei

22	 <Books	not	commercially	available>
	 ○Kosoku	doro	gojunenshi

23	 <TOPIC>
	 ○	Creating	an	“advanced	knowledge	infrastructure”	

-	formulation	of	the	NDL	Forth	Basic	Plan	for	
the	Development	of	Science	and	Technology	
Information

27	 <NDL	NEWS>
	 ○	8th	meeting	of	the	Council	on	Organization	of	

Science	and	Technology	Information
	 ○	Conference	with	directors	of	prefectural	and	

major	municipal	libraries	in	FY	2016

02	 <Book	of	the	month	-	from	NDL	collections>

	 Correction	of	documentation	during	the	Edo	Period:	Tamurake	senzogaki

04	 	Exhibition	“Autograph	manuscripts	and	original	artwork	of	well-known	people	
	(part	2)”

11	 Analysis	of	handwriting	and	authenticity	in	the	appraisal	of	historical	documents

16	 	Digital	exhibition	“Autograph	manuscripts	and	original	artworks	of	well-known	
people”	available	now	on	the	NDL	website

19	 	What’s	bibliographic	control?	Revisited	(7):	Let’s	use	the	Japanese	Periodicals	
Index
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